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１ 学習指導要領について －これからの教育課程の理念ー

【引用元】文部科学省 これからの教育課程の理念
https://www.mext.go.jp/content/1421692_4.pdf



１ 学習指導要領について －学習指導要領改訂の方向性－

【引用元】文部科学省 学習指導要領の考え方
https://www.mext.go.jp/content/1421692_6.pdf

https://www.mext.go.jp/content/1421692_6.pdf


１ 学習指導要領について －育成すべき資質・能力の三つの柱－

【引用元】文部科学省 育成すべき資質・能力の三つの力
https://www.mext.go.jp/content/1421692_7.pdf



１ 学習指導要領について － 知識・技能 －

－ 支援部 特別支援教育課 － 【引用元】文部科学省 特別支援学校幼稚部教育要領小学
部・中学部学習指導要領説明会 資料



１ 学習指導要領について －主体的・対話的で深い学び①－

【主体的な学び】

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形
成の方向性と関連付けながら、見通しを持って粘り
強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につ
なげる「主体的な学び」が実現できているか。

【例】

・ 学ぶことに興味や関心を持ち、毎時間、見通しを持って粘り
強く取り組むとともに、自らの学習をまとめ振り返り、次の学習
につなげる。

・ 「キャリア・パスポート（仮称）」などを活用し、自らの学習状
況やキャリア形成を見通したり、振り返ったりする。

【引用元】文部科学省 主体的・対話的で深い学び
https://www.mext.go.jp/content/1421692_8.pdf



１ 学習指導要領について －主体的・対話的で深い学び②－

【対話的な学び】

子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の
考え方を手掛かりに考える等を通じ、自己の考え方を広げ
深める「対話的な学び」が実現できているか。

【例】

・ 実社会で働く人々が連携・協働して社会に見られる課題を解決して
いる姿を調べたり、実社会の人々の話を聞いたりすることで自らの考
えを広める

・ あらかじめ個人で考えたことを、意見交換したり、議論したり、するこ
とで新たな考え方に気が付いたり、自分の考えをより妥当なものとした
りする

・ 子供同士の対話に加え、子供と教員、子供と地域の人、本を通して
本の作者などとの対話を図る

【引用元】文部科学省 主体的・対話的で深い学び
https://www.mext.go.jp/content/1421692_8.pdf



１ 学習指導要領について －主体的・対話的で深い学び③－

【深い学び】

習得・活用・探究という学びの課程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・
考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精
査して考え方を形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基
に、創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているか。

【例】
・ 事象の中から自ら問いを見いだし、課題の追究、課題の解決を行う探究の過程に取り組む

・ 精査した情報を基に自分の考えを形成したり、目的や場面、状況等に応じて伝え合ったり、考え
を伝え合うことを通して集団としての考えを形成したりしてく
・ 感性を働かせて、思いや考えを基に、豊かに意味や価値を創造していく

【引用元】文部科学省 主体的・対話的で深い学び
https://www.mext.go.jp/content/1421692_8.pdf



１ 学習指導要領について －「教育課程」と「指導計画」の接続－

【引用元】文部科学省 特別支援学校
幼稚部教育要領小学部・中学部学習指
導要領説明会 資料



１ 学習指導要領について －観点別学習状況の評価について①－

【引用元】文部科学省 学習指導要領の全面実施と学
習評価の改善について
https://www.mext.go.jp/content/20202012-
mxt_kyoiku01-100002605_1.pdf



１ 学習指導要領について －観点別学習状況の評価について②－

【引用元】文部科学省 学習指導要領の全面実施と学
習評価の改善について
https://www.mext.go.jp/content/20202012-
mxt_kyoiku01-100002605_1.pdf



１ 学習指導要領について －重複障害者等に関する教育課程の取扱い－



１ 学習指導要領について －特別支援教育の充実－

小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領（平成29年３月）において、以下の通り、特別支援教育に関する記述を充実



１ 学習指導要領について －特別支援学校学習指導要領改訂のポイント①－



１ 学習指導要領について －特別支援学校学習指導要領改訂のポイント②－



２ 障がいのある児童・生徒への指導 －学習指導要領 総則－

小学校学習指導要領

第1章 総則

第４児童の発達の支援 ２特別な配慮を必要とする児童への指導

【小学校学習指導要領P24】

（１）障害のある児童などへの指導

ア 障害のある児童などについては、特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ、
個々の児童の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法を工夫を組織かつ計画的に
行うものとする。

第２章 各教科

第１節 国語 第３指導計画の作成と内容の取扱い

【小学校学習指導要領P38-P39】

１ 指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。

（９）障害のある児童などについては、学習指導を行う場合に生じる困難さに応じた指
導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うこと



２ 障がいのある児童生徒への指導 －学習指導要領 解説－

• 小学校 学習指導要領 解説 国語編の例示

• 文章を目で追いながら音読することが困難な場合には

• 自分がどこを読むかが分かるように

• 教科書の文を指等で押さえながら読むように促すこと・・・など
配慮をする。

• 児童生徒一人ひとりの障害の状態等により困難さが異なること
に十分留意する。

学習上の
困難さ

指導上の
工夫の意
図

手立て

小学校 学習指導要領 解説【P159-P161】

⑼ 障害のある児童などについては、学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導
内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。を工夫を組織かつ計画的に行うも
のとする。



障がいのある児童生徒

３ 個別の指導計画及び個別の教育支援計画の作成と活用

特別支援学級に在籍する
児童生徒

通級による指導を受ける
児童生徒

個別の指導計画や
個別の教育支援計画

の活用

義務

努力義務

【引用】文部科学省 小学校学習指導要領 解説
２ 特別な配慮を必要とする児童への指導
(1) 障害のある児童などへの指導

④ 個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成と
活用（第１章第４の２の（１）エ）【112-115】



４ 特別支援学級における教育課程の編成の考え方 ①

•児童生徒の障害の種類、程度によっては、

•小学校・中学校の教育課程をそのまま適用することが必
ずしも適当でない場合がある。

学校教育法施行規則138条

• 小学校、中学校若しくは義務教育学校又は中等教育学校の前
期課程における特別支援学級に係る教育課程については、特
に必要がある場合は、・・・

• ・・・の規定にかかわらず、特別の教育課程によることができる。



４ 特別支援学級における教育課程の編成の考え方 ②

小学校 学習指導要領 第１章総則

•障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図る
ため、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第７章
に示す自立活動を取り入れること。
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小学校第６学年の例

【参考】
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/063/siryo/__icsFiles/afieldfile/2016/05/06/13
70116_4_2.pdf



４ 特別支援学級における教育課程の編成の考え方 ③

小学校 学習指導要領 第１章 総則

• 児童生徒の障害の程度や学級の実態等を考慮の上、各教科の目
標や内容を下学年の教科の目標や内容に替えたり、各教科を知的
障害者である児童に対する教育を行う特別支援学校の各教科に替
えたりするなどして、実態に応じた教育課程を編成すること。
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小学校第６学年の例

小学校第５年生「社会」の目標、内容に替える ⇒ 下学年

知的障害を有する児童生徒の教科「理科」に替える
⇒ 特別支援学校の各教科

【参考】
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/063/siryo/__icsFiles/afieldfile/2016/05/06/13
70116_4_2.pdf

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/063/siryo/__icsFiles/afieldfile/2016/05/06/1370116_4_2.pdf


５ 通級による指導における教育課程の編成の考え方

学校教育法施行規則第140条

• 小学校、中学校、義務教育学校、高等学校又は中等教育学校において、次の各号
のいずれかに該当する児童又は生徒（特別支援学級の児童及び生徒を除く。）のう
ち当該障害に応じた特別の指導を行う必要があるものを教育する場合には、文部科
学大臣が別に定めるところにより・・・ の規定にかかわらず、特別の教育課程によ
ることができる。

• 一 言語障害者 二 自閉症者 三 情緒障害者 四 弱視者 五 難聴者
六 学習障害者 七 注意欠陥多動性障害者 八 その他障害のある者で、こ
の条の規定により特別の教育課程による教育を行うことが適当なもの

総則

• 障害のある児童に対して、通級による指導を行い、特別教育課程を編成する場合
は、特別支援学校小学部、中学部学習指導要領第７章に示す自立活動の内容を参
考とし、具体的な目標や内容を定め、指導を行うものとする。

【引用元】 初めて通級による指導を担当する教師のためのガイドブック（文部科学省）



６ カリキュラム・マネジメントとは

小学校学習指導要領第１章総則（①②③は本資料において追記）

第１小学校教育の基本と教育課程の役割

４ 各学校においては、児童や学校、地域の実態を適切に把握し、

①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと

②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと

などを通して、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていく

こと（以下「カリキュラム・マネジメント」という。）に努めるものとする。

▶ 「カリキュラム・マネジメントのねらいは、児童や学校、地域の実態を適切に把握し編成した教育課程

に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動（授業）の質の向上を図ること。

▶ ①②③の側面は、「ねらい（目的）」に迫る「手段」。

⇒ 「手段」を目的化しないよう留意。「教育課程」を意義あるものとすることが重要。

【引用元】カリキュラム・マネジメントとは
https://www.mext.go.jp/content/1421692_5.pdf



７ 学習評価の基本的な考え方 －カリキュラムマネジメント①－

カリキュラム・マネジメン卜の一環としての指導と評価

•各学校は、日々の授業の下で児童生徒の学習状況を評
価し、その結果を児童生徒の学習や教師による指導の改
善や学校全体としての教育課程の改善、校務分掌を含め
た組織運営等の改善に生かす中で、学校全体として組織
的かつ計画的に教育活動の質の向上を図っています。

• このように、「学習指導」と「学習評価」は学校の教育活動
の根幹であり、教育課程に基づいて組織的かつ計画的に
教育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」
の中核的な役割を担っています。

【引用元】学習評価の在り方 ハンドブック



７ 学習評価の基本的な考え方 －カリキュラムマネジメント②－

カリキュラム・マネジメン卜の一環としての指導と評価

指導計画等の作成

Plan

指導計画を踏まえた
教育の実施

Do

児童・生徒の学習状況、
指導計画等の評価

Check

授業や指導計画等の改善

Action

学習指導要領に従い、児童生徒や地
域の状況を踏まえて編成した教育課程

の下で作成

各指導計画に基づく授業を展開

日々の授業の下で児童生徒の学習状
況を評価

評価結果を以下のような改善に生かす
・児童生徒の学習の改善
・教師による指導の改善
・学校全体としての教育課程の改善
・校務分掌を含めた組織運営の改善

【引用元】学習評価の在り方 ハンドブック



７ 学習評価の基本的な考え方 －学習評価－

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善と評価

指導と評価の一体化を図るためには、児童生徒一人一人の学習の成立を促すた
めの評価という視点を一層重視することによって、教師が自らの指導のねらいに応
じて授業の中での児童生徒の学びを振り返り、学習や指導の改善に生かしていくと
いうサイクルが大切です。学習指導要領で重視している「主体的・対話的で深い学
び」の視点からの授業改善を通して、各教科等における資質・能力を確実に育成す
る上で、学習評価は重要な役割を担っています。

学習評価の改善の方向性

① 児童生徒の学習改善につながるもの

② 教師の指導改善につながるもの

③ 慣行として行われてきたとしても、必要性・妥当性が認められるも
のは見直していく

【引用元】学習評価の在り方 ハンドブック



８ 学習評価の基本構造①

平成29年、平成30年の改訂で、学習指導要領の目標及び内容が資
質・能力の三つの柱で再整理されたことを踏まえ、各教科における観
点別学習状況の評価の観点については、「知識・技能」、「思考・判
断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の3観点に整理されてい
ます。

各教科における評価の基本構造

知識及び技能
思考力、判断力、

表現力等
学びに向かう力、

人間性等
学習指導要領に示す

目標や内容

観点別学習状況評価の
各観点

・観点ごとに評価し、生徒の学習状
況を分析的に捉えるもの。
・観点ごとにABCの３段階で評価

知識・技能
主体的に学習に取り

組む態度

思考・判断・表現

感性、思いやりなど

【引用元】学習評価の在り方 ハンドブック



７ 学習評価の基本構造②

各教科における評価の基本構造

知識及び技能
思考力、判断力、

表現力等
学びに向かう力、

人間性等

学習指導要領に示す
目標や内容

観点別学習状況評価
の各観点

・観点ごとに評価し、生徒の学習状
況を分析的に捉えるもの。
・観点ごとにABCの３段階で評価

知識・技能
主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現

感性、思いやりなど

評 定
・ 観点別学習状況の評価を総括するもの ・ ５段階で評価

個人内評価
・観点別学習状況の評価や評定には示しきれない児童生徒の一
人一人のよい点や可能性、進歩の状況について評価するもの

【引用元】学習評価の在り方 ハンドブック



各教科における評価の基本構造

知識及び技能
思考力、判断力、

表現力等
学びに向かう力、

人間性等
学習指導要領に示す

目標や内容

観点別学習状況評価の
各観点

・観点ごとに評価し、生徒の学習状
況を分析的に捉えるもの。
・観点ごとにABCの３段階で評価

知識・技能
主体的に学習に取り

組む態度

思考・判断・表現

感性、思いやりなど

「学びに向かう力、人間性」には
①「主体的に学習に取り組む態度」として観点別評価（学習状況を分
析的に捉える）を通じて見取ることができる部分と、

②観点別評価や評定にはなじまず、こうした評価では示しきれないこ
とから個人内評価を通じて見取る部分があります。

各教科等における学習の過程を通した知識及び技能の習
得状況について評価を行うとともに、それらを既有の知識
及び技能と関連付けたり活用したりする中で、他の学習や
生活の場面でも活用できる程度に概念等を理解したりして
いるかを評価します。

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する
等のために必要な思考力、判断力、表現カ等を身に付
けているかどうかを評価します。

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力
等を身に付けたりするために、自らの学習状況を把握
し、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学
習を調整しながら、学ぼうとしているかどうかという意
思的な側面を評価します。

【引用元】学習評価の在り方 ハンドブック

８ 学習評価の基本構造③



８ 学習評価の基本構造④

各教科における評価の基本構造

知識及び技能
思考力、判断力、

表現力等
学びに向かう力、

人間性等
学習指導要領に示す

目標や内容

観点別学習状況評価の
各観点

・観点ごとに評価し、生徒の学習状
況を分析的に捉えるもの。
・観点ごとにABCの３段階で評価

知識・技能
主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現

感性、思いやりなど

評 定
・ 観点別学習状況の評価を総括するもの ・ ５段階で評価

個人内評価
・観点別学習状況の評価や評定には示しきれない児童生徒の一
人一人のよい点や可能性、進歩の状況について評価するもの

個人内評価の対象となるものについては、児童生徒が学習したことの意義や価値を実感できるよう、日々の教育活動等の中で児
童生徒に伝えることが重要です。特に、「学びに向かう力、人間性等」のうち「感性や思いやり」など児童生徒一人一人のよい点や
可能性、進歩の状況などを積極的に評価し児童生徒に伝えることが重要です。

【引用元】学習評価の在り方 ハンドブック



参考Q&A

Q１ 1回の授業で、3つの観点全てを評価しなければならないのですか。
A. 学習評価については、日々の授業の中で児童生徒の学習状況を適宜把握して指導の改善に生かすことに重点を置くこと
が重要です。したがって観点別学習状況の評価の記録に用いる評価については、毎回の授業ではなく原則として単元や題材な
どの内容や時間のまとまりごとに、それぞれの実現状況を把握できる段階で行うなど、その場面を精選することが重要です。
Q2 「十分満足できる」状況（A）はどのように判断したらよいのですか。

A. 各教科において「十分満足できる」状況（A）と判断するのは、評価基準に照らし、児童生徒が実現している学習の状況が
質的な高まりや深まりをもっていると判断される場合です。「十分満足できる」状況（A）と判断できる児童生徒の姿は多様に想定
されるので、学年会や教科部会等で情報を共有することが重要です。
Q3 指導要録の文章記述欄が多げな何時間を要している現状を解決できませんか。

A. 本来、学習評価は日常の指導の場面で、児童生徒本人へフィードバックを行う機会を充実させるとともに、通知表や面談
などの機会を通して、保護者との間でも評価に関する情報共有を充実させることが重要です。このため，指導要録における文章
記述欄については、例えば、「総合所見及び指導上参考となる諸事項」については、要点を箇条書きとするなど、必要最小限の
ものとなるようにしました。また、小学校第3学年及び第4学年における外国語活動については、記述欄を簡素化した上で、評価
の観点に即して、児童の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴を記入することとしました。
Q4 評定以外の学習評価についても保護者の理解を得るにはどのようにすればよいのでしようか。

A. 保護者説明会等において、学習評価に関する説明を行うことが効果的です。各教科等における成果や課題を明らかにする
「観点別学習状況の評価」と、教育課程全体を見渡した学習状況を把提することが可能な「評定」について、それぞれの利点や、
上級学校への入学者選抜に係る調査書のねらいや活用状況を明らかにすることは、保護者との共通理解の下で児童生徒への
指導を行っていくことにつながります。
Q5 障害のある児童生徒の学習評価について、どのようなことに配慮すべきですか。

A. 学習評価に関する基本的な考え方は、障害のある児童生徒の学習評価についても変わるものありません。このため、障
害のある児童生徒については、特別支援学校等の助言または援助を活用しつつ、個々の児童生徒の障害の状態等に応じた指
導内容や指導方法の工夫を行い、その評価を適切に行うことが必要です。また、指導要録の通級による指導に関して記載すべ
き事項が個別の指導計画に記載されている場合には、その写しをもって指導要録への記入に替えることも可能としました。

【引用元】学習評価の在り方 ハンドブック



９ 障がいのある児童・生徒に係る学習評価

•学習評価に関する基本的な考え方は、障がいのある児童
生徒においても同様である。

•障がいのある児童生徒については、個々の児童生徒の障
害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を行い、
観点別学習状況を踏まえた評価を適切に行う。

【参考となるもの・活用できるもの】

◆ 小学校、中学校、高等学校の学習指導要領と解説における障害のある児童
生徒への配慮事項
◆ 特別支援学校学習指導要領
◆ 特別支援学校のセンター的機能（特別支援学校による助言や援助）

【引用元】文部科学省 学習指導要領の全面実施と
学習評価の改善について



９ 障がいのある児童・生徒に係る学習評価

• 特別支援学校の新学習指導要領においても、小・中・高等学校の各教科
と同様に育成を目指す資質・能力の三つの柱で目標及び内容を整理

• 各教科の学習評価においては観点別学習状況を踏まえた端的な文章記
述とする。

特別支援学校（知的障害）各教科の評価

個別の指導計画と指導要録との関係の整理

個別の指導計画が作成される児童生徒

個別の指導計画に指導要録の指導に関する記録
と共通する記載事項がある場合

通級による指導を受けている児童生徒

個別の指導計画に指導要録に記載すべき事項（授
業時数、指導期間、指導の内容や結果等）が記載さ
れている場合

• 個別の指導計画の写しを指導要録の様式に添付することをもって指導要録への記入に替えることも可能

【引用元】文部科学省 学習指導要領の全面実施と
学習評価の改善について



10 指導と評価

Ⅱ指導に関する記録

小学校における指導に関する記録については、以下に示す記載することが適当な事項に留意しながら、各教科の学習
の記録（観点別学習状況及び評定）、外国語活動の記録、総合的な学習の時間の記録、特別活動の記録、行動の記録、
総合所見及び指導上参考となる諸事項並びに出欠の記録について学年ごとに作成する。

特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由又は病弱）小学部における指導に関する記録については、小学校に
おける指導に関する記録に記載する事項に加えて、自立活動の記録について学年ごとに作成するほか、入学時の障害
の状態について作成する。特別支援学校（知的障害）小学部における指導に関する記録については，各教科の学習の記
録、特別活動の記録、自立活動の記録、行動の記録、総合所見及び指導上参考となる諸事項並びに出欠の記録につい
て学年ごとに作成するほか、入学時の障害の状態について作成する。

特別支援学校小学部に在籍する児童については、個別の指導計画を作成する必要があることから、指導に関する記録
を作成するに当たって、個別の指導計画における指導の目標、指導内容等を踏まえた記述となるよう留意する。また、児
童の障害の状態等に即して、学校教育法施行規則第 130 条の規定に基づき各教科の全部若しくは一部について合わせ

て授業を行った場合又は各教科、道徳、外国語活動、特別活動及び自立活動の全部若しくは一部について合わせて授
業を行った場合並びに特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（平成 21 年文部科学省告示第 36 号）第 1 章第 2 節
第 5 の規定（重複障害者等に関する教育課程の取扱い）を適用した場合にあっては、その教育課程や実際の学習状況
を考慮し、各教科等を合わせて記録できるようにするなど必要に応じて様式等を工夫してその状況を適切に記入する。

特別支援学級に在籍する児童の指導に関する記録については、必要がある場合、特別支援学校小学部の指導要録に
準じて作成する。

【引用元】指導と評価



10 指導と評価

１各教科の学習の記録

小学校及び特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由又は病弱）小学部における各
教科の学習の記録については、観点別学習状況及び評定について記入する。

特別支援学校（知的障害）小学部における各教科の学習の記録については、特別支援学校
小学部・中学部学習指導要領に示す小学部の各教科の目標、内容に照らし、具体的に定めた
指導内容、実現状況等を文章で記述する。

【引用元】指導と評価



10 指導と評価

（1）観点別学習状況

小学校及び特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由又は病弱）小学部における観点別学習状
況については、小学校学習指導要領（平成 20 年文部科学省告示第 27号）及び特別支援学校小学部・中

学部学習指導要領（以下、「小学校学習指導要領等」という。）に示す各教科の目標に照らして、その実現
状況を観点ごとに評価し記入する。その際、「十分満足できる」状況と判断されるものをA、「おおむね満足
できる」状況と判断されるものをB、「努力を要する」状況と判断されるものをCのように区別して評価を記入
する。

小学校及び特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由又は病弱）小学部における各教科の評価
の観点について、設置者は、小学校学習指導要領等を踏まえ、別紙 5を参考に設定する。また、各学校に
おいて、観点を追加して記入できるようにする。

【引用元】指導と評価



10 指導と評価

（2） 評定

小学校及び特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由又は病弱）小学部における評定について
は、第 3 学年以上の各教科の学習の状況について、小学校学習指導要領等に示す各教科の目標に照ら
して，その実現状況を総括的に評価し記入する。

各教科の評定は，小学校学習指導要領等に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を「十分満足
できる」状況と判断されるものを3、「おおむね満足できる」状況と判断されるものを2、「努力を要する」状況
と判断されるものを1のように区別して評価を記入する。
評定に当たっては、評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するものであり、「（1）観点別学習状況」

において掲げられた観点は、分析的な評価を行うものとして、各教科の評定を行う場合において基本的な
要素となるものであることに十分留意する。その際、評定の適切な決定方法等については、各学校におい
て定める。

【引用元】指導と評価
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２ 外国語活動の記録

小学校及び特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由又は病弱）小学部における外国語活動の
記録については、評価の観点を記入した上で、それらの観点に照らして、児童の学習状況に顕著な事項が
ある場合にその特徴を記入する等、児童にどのような力が身に付いたかを文章で記述する。
評価の観点については、設置者は、小学校学習指導要領等に示す外国語活動の目標を踏まえ、別紙 5 
を参考に設定する。また、各学校において、観点を追加して記入できるようにする。

【引用元】指導と評価



10 指導と評価

３ 総合的な学習の時間の記録

小学校及び特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由又は病弱）小学部における総合的な学習
の時間の記録については、この時間に行った学習活動及び各学校が自ら定めた評価の観点を記入した
上で、それらの観点のうち、児童の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴を記入する等、児
童にどのような力が身に付いたかを文章で記述する。

評価の観点については、小学校学習指導要領等に示す総合的な学習の時間の目標を踏まえ、各学校
において具体的に定めた目標、内容に基づいて定める。その際、例えば、「よりよく問題を解決する資質や
能力」、「学び方やものの考え方」、「主体的、創造的、協同的に取り組む態度」及び「自己の生き方」等と
学習指導要領に示す総合的な学習の時間の目標を踏まえて定めたり、「学習方法に関すること」、「自分
自身に関すること」及び「他者や社会とのかかわりに関すること」等の視点に沿って各学校において育てよ
うとする資質や能力等を踏まえて定めたりすることが考えられる。また、教科との関連を明確にし、総合的
な学習の時間の学習活動にかかわる「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「技能」及び「知識・理解」
等と定めることも考えられる。

【引用元】指導と評価
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４ 特別活動の記録

小学校及び特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由又は病弱）小学部における特別活動の記
録については、各学校が自ら定めた特別活動全体に係る評価の観点を記入した上で、各活動・学校行事
ごとに、評価の観点に照らして十分満足できる活動の状況にあると判断される場合に、○印を記入する。
評価の観点については、小学校学習指導要領等に示す特別活動の目標を踏まえ、各学校において別紙

5 を参考に定める。その際、例えば、「集団の一員としての思考・判断・実践」にかかわる観点について、学

校として重点化した内容を踏まえ、育てようとする資質や能力などに即し、より具体的に定めることも考え
られる。特別支援学校（知的障害）小学部における特別活動の記録については、小学校及び特別支援学
校（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由又は病弱）小学部における特別活動の記録に関する考え方を参考
としながら文章で記述する。

【引用元】指導と評価
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５ 自立活動の記録

特別支援学校小学部における自立活動の記録については、個別の指導計画を踏まえ、以下の事項等を
記入する。

①指導の目標、指導内容、指導の結果の概要に関すること

②障害の状態等に変化が見られた場合、その状況に関すること

③障害の状態を把握するため又は自立活動の成果を評価するために検査を行った場合、その検査結果
に関すること

【引用元】指導と評価



10 指導と評価 －行動の記録－

６ 行動の記録

小学校及び特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由又は病弱）小学部における行動の記録に
ついては、各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動やその他学校生活全体にわたっ
て認められる児童の行動について、設置者は、小学校学習指導要領等の総則及び道徳の目標や内容、
内容の取扱いで重点化を図ることとしている事項等を踏まえて示している別紙 5 を参考にして、項目を適
切に設定する。また、各学校において、自らの教育目標に沿って項目を追加できるようにする。

各学校における評価に当たっては、各項目の趣旨に照らして十分満足できる状況にあると判断される場
合に、〇印を記入する。

特別支援学校（知的障害）小学部における行動の記録については、小学校及び特別支援学校（視覚障
害、聴覚障害、肢体不自由又は病弱）小学部における行動の記録に関する考え方を参考としながら文章
で記述する。

【引用元】指導と評価
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７総合所見及び指導上参考となる諸事項

小学校等における総合所見及び指導上参考となる諸事項については、児童の成長の状況を総合的に
とらえるため、以下の事項等を文章で記述する。
①各教科や外国語活動，総合的な学習の時間の学習に関する所見
②特別活動に関する事実及び所見
③行動に関する所見
④児童の特徴・特技、学校内外におけるボランティア活動など社会奉仕体験活動、表彰を受けた行為や
活動、学力について標準化された検査の結果等指導上参考となる諸事項
⑤児童の成長の状況にかかわる総合的な所見記入に際しては、児童の優れている点や長所、進歩の状

況などを取り上げることに留意する。ただし、児童の努力を要する点などについても、その後の指導にお
いて特に配慮を要するものがあれば記入する。
また、学級・学年など集団の中での相対的な位置付けに関する情報も、必要に応じ，記入する。

さらに、通級による指導を受けている児童については、通級による指導を受けた学校名、通級による指
導の授業時数、指導期間、指導の内容や結果等を記入する。通級による指導の対象となっていない児童
生徒で、教育上特別な支援を必要とする場合については、必要に応じ、効果があったと考えられる指導方
法や配慮事項を記入する。

特別支援学校小学部においては、交流及び共同学習を実施している児童について、その相手先の学校
名や学級名、実施期間、実施した内容や成果等を記入する。

【引用元】指導と評価



11 参考 教育実践の質の向上のためのサイクル

学校教育計画

年間指導計画

教育課程

学習評価（評定等）

個別の指導計画授業 個別の支援計画

反映

反映

反映

検証・修正

検証・修正

検証・修正
反映 反映

反映検証・修正
適宜・見直し

評価・改善



11 参考 資料について

３ 指導と評価

3 指導と評価 -文部科学省（Adobe PDF）
www.mext.go.jp/b_menu/.../1348388_02.pdf

学習評価の在り方ハンドブック -国立教育政策研究所
（Adobe PDF）
www.nier.go.jp/.../gakushuhyouka_R010613-01.pdf

学習評価の在り方ハンドブック

学習評価の在り方ハンドブック -国立教育政策研究所
（Adobe PDF）
www.nier.go.jp/.../gakushuhyouka_R010613-02.pdf

http://www.mext.go.jp/b_menu/.../1348388_02.pdf
http://www.nier.go.jp/.../gakushuhyouka_R010613-01.pdf
http://www.nier.go.jp/.../gakushuhyouka_R010613-02.pdf

